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平成15年度評議会の開催

企画調整部 研究企画科

平成 年度の独立行政法人農業環境技術研究15

所評議会が、 月 日（水）に農業環境技術研4 23

究所大会議室において開催された。独立行政法人

化後 回目の開催となる。評議会メンバーは以下3

の通りである。

［評議員］

( )永田 徹 前茨城大学農学部教授

( )中村雅美 日本経済新聞社科学技術部編集委員

( )木村眞人名古屋大学大学院生命農学研究科教授

( )小川吉雄茨城県農業総合センター園芸研究所長

( )藤田和芳 大地を守る会会長

独立行政法人国立環境研究所理事長

独立行政法人農業技術研究機構理事長

独立行政法人森林総合研究所理事長

独立行政法人水産総合研究センター

瀬戸内海区水産研究所長

農林水産省大臣官房企画評価課環境対策室長

［オブザーバー］

農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発課長

理事長挨拶の後、企画調整部長から昨年の評議

会における指摘事項とその対応および平成 年14

。 、度の所の業務実績について報告があった その後

平成 年度の主要な研究成果として担当部長か14

ら以下の紹介があった。

キセニアを利用したトウモロコシ交雑率の簡易1)

調査法

水田の間断灌漑水管理・慣行施肥管理は水稲栽2)

培期間中のメタンと亜酸化窒素の発生をともに

抑制する

3) Web日本野生植物寄生・共生菌類目録の作成と

上での公開

4) Web飼育昆虫・ダニ類データベースの作成と

上での公開

イネは土壌からダイオキシン類を吸収しない5)

メダカを使って化学物質の内分泌かく乱作用を6)

簡易に検定する

業務実績に関わる総合評価のあと、最後に、評

議員から講評をいただいた。そのうち、主な意見

は以下の通りであった。

●農環研の研究テーマは基礎的研究だけでなく、

行政的対応を求められる場面も多い。しっかり

したデータに基づいた技術を提示して欲しい。

●研究推進費を、外国出張や留学、国際シンポジ

ウムの開催、法人プロジェクトの実施および研

究助手の雇用などに工夫していることに感心し

た。

●この評価票に出てこない部分、例えば 事JCO

故、ヒ素やカドミウムの問題で農環研は非常に

役に立っている。この部分を評価するような評

価方法があっていい。

●農環研のミッションに対する評価が必要。評価

票には、昨年に比べて今年どれだけ努力したか

が判断できるトレンドを記述してほしい。

●中国や韓国の研究機関と を締結したことMOU

については、農環研がイニシアチブをとってい

て、明確な方向性を示していると評価できる。

●農環研のミッションは地味なので、民間企業と

の共同研究によって、民間企業に技術移転がで

きることをアピールする必要がある。


